
教育の基礎的
理解に関する

科目等

教科及び教科
の指導法に関

する科目

大学が独
自に設定
する科目

合計

中学校教
諭一種免

許状

学士の資
格を有す
ること

31 28 2 61

高等学校
教諭一種
免許状

学士の資
格を有す
ること

27 24 59

0

修得単位数の確認

中学一種
社会

高校一種
地理歴史

高校一種
公民

中学一種
社会

高校一種
地理歴史

高校一種
公民

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

31 27 27 28 24 24 2 8

0 0 0 0 0 0 － 0

0 0 0 0 0 0 － 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

33 29 29 24 30 30 2 8

33 29 29 24 30 30 2 8
教職‐中学

社会
教職‐高校地

歴
教職‐高校公

民
教科‐中学

社会
教科‐高校地

歴
教科‐高校公

民
教科or教職

66条の6

履修カルテ　2023年度入学生 ＜単位チェック＞

取得予定免許：

４年次

※自分が取得した単位数を確認下さい。（入力する必要はありません）
※下記の修得単位数は各自で入力したものであり、あくまで目安です。
　正確な修得単位数は教務課・学務係で確認して下さい。

２年次

３年次

地域総合学部
地域コミュニティ学科

0

氏 名 ：
0

大学が独自に設定す
る科目 66条の６

学 部 学 科 ：

学 生 番 号 ：

免許状の
種類

基礎資格

本学における最低修得単位数

計

教科及び教科の指導法に関する科目

１年次

教育の基礎的理解に関する科目等

最低単位数

教育の基礎的理解に関する科目について所定の単位等を超えて修得、
及び「介護体験実習」２単位を修得した場合には、その単位数分は教
科及び教科の指導法に関する科目にあてることができる。　ただし、
他教科の「教育法」、「道徳教育の理論と方法」は含まれない。

単位取得状況
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0

5

10
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４年次

３年次

２年次

１年次

最低単位

1



地域総合学部 地域コミュニティ学科

※修得した科目は、全て単位修得状況に評価（点数）を記入してください。

◎ 教育基礎論 2

◎ 現代教職論 2

◎ 教育の制度と経営 2

◎ 教育心理学 2

◎ 特別支援教育論 2

◎ 教育課程論 2

☆ 道徳教育の理論と方法 2

◎ 特別活動・総合的な学習の時間の理論と方法 2

◎ 教育の方法と技術 2

◎ ICT活用の理論と方法 2

◎ 生徒指導・進路指導の理論と方法 2

◎ 教育相談の理論と方法 2

◎ 教育実習Ⅰ 3

☆ 教育実習Ⅱ 2

◎ 教職実践演習（中・高） 2

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

※ 介護体験実習 2

0 0

注）上記の表中で◎印の付された授業科目は、必ず修得しなければならない。

注）上記の表中で☆印の「道徳教育の理論と方法」は中学校にのみ適用し必修科目となるが、高等学校の選択科目として算入することはできない。

注）上記の表中で「教育実習Ⅰ」は中学校及び高等学校に必修、☆印の「教育実習Ⅱ」は中学校のみ必修となり、高等学校では選択となる。

　　2年次前期終了時点までに履修カルテを作成しない学生に対しては、教職課程の履修を認めないことがあるので、注意すること。

教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目

2

1

1 これら３科目より２科目選択必修

体育講義 2

2

2

0 0 0 0

1年次 2年次 3年次

教育の基礎的理
解に関する科目

道徳、総合的な
学習の時間等の
指導法及び生徒
指導、教育相談
等に関する科目

教育実践に
関する科目

大学が独自に
設定する科目 合計取得単位数

注）上記の表中で「教職実践演習（中・高）」の履修には、教職課程についての自らの学習履歴を記録する「履修カルテ」（本学では2年次から開始）の作成が必要であ
る。履修カルテの作成の仕方については、2年次はじめのガイダンスにて説明するが、それにしたがって速やかに自分の履修カルテを作成すること。

2年次 3年次 4年次
教職に関する
専門教育科目

授業科目
単
位

単位修得状況（取得点数を記入）

1年次

◎情報リテラシー

◎日本国憲法

4年次

中学校一種　　社会　合計取得単位数

高等学校一種　地理歴史　合計取得単位数

高等学校一種　公民　合計取得単位数

開設授業科目 単位修得状況（取得点数を記入）

授業科目 単位数

スポーツ実技A

スポーツ実技B

合計取得単位数

履修カルテ　2023年度入学生 ＜単位チェック＞

教育の基礎的理解に関する科目等

取得予定免許：

学 部 学 科 ：

学 生 番 号 ：

氏 名 ：

◎英語コミュニケーション

2



学 部 学 科 ： 地域総合学部 地域コミュニティ学科

学 生 番 号 ： 0

氏 名 ： 0

取得予定免許： 0

教科及び教科の指導法に関する科目

※修得した科目は、全て単位修得状況に評価（点数）を記入してください。

中学校一種
社会

高等学校一種
地歴

高等学校一種
公民

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

◎日本史概説 2

民俗学概説Ⅰ 2

民俗学概説Ⅱ 2

歴史の中の東北 2

江戸から明治へ 2

◎外国史概説 2

イスラーム世界の形成と展開 2

アジア史概説Ⅰ 2

アジア史概説Ⅱ 2

ヨーロッパ史概説Ⅰ 2

ヨーロッパ史概説Ⅱ 2

◎地理学要説 2

東北地域論 2

地域と自然 2

地域システム論 2

地域データ分析法 2

経済地理学 2

気候学 2

地形学 2

生態学 2

環境マネジメント 2

地域防災科学 2

地誌 ◎地誌学要説 2

◎政治学概論 2

福祉国家概論 2

政策分析論 2

単位修得状況（取得点数を記入）

授業科目
単
　
位

人文地理学・
自然地理学

法規上の教科に関する科目

履修カルテ　2023年度入学生 ＜単位チェック＞

「法律学　（国際法を
含む。）、政治学（国際

政治を含む。）」

日本史・外国史

外国史

地理学
（地誌を含む。）

「法律学、政治学」

日本史

3



◎社会学 2

経済学概論Ⅰ 2

経済学概論Ⅱ 2

市民活動論 2

地域生活論 2

SDGs概論 2

共同体と市民社会 2

地域社会論 2

地域政策論 2

地域文化論 2

地域福祉論 2

NPO論 2

福祉社会論 2

教育と社会 2

環境社会学 2

SDGsとシティズンシップ論 2

国際経済学 2

○哲学 2

○倫理学 2

心理学 2

社会コミュニケーション論 2

◎社会・地理歴史科教育法（概論・理論） 2

○社会・地理歴史科教育法（実践） 2

◎社会・地理歴史科教育法（応用） 2

◎社会・公民科教育法（概論・理論） 2

○社会・公民科教育法（実践） 2

◎社会・公民科教育法（応用） 2

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

注）上記の表中で◎印の付された授業科目は、必ず修得しなければならない。

注）上記の表中　中学校免許取得の場合「教科に関する専門的事項」の選択科目から４単位選択必修

注）上記の表中　高校地歴免許取得の場合「教科に関する専門的事項」の選択科目から10単位選択必修

注）上記の表中　高校公民免許取得の場合「教科に関する専門的事項」の選択科目から8単位選択必修

注）上記の表中で○印のついた「哲学」「倫理学」はいずれか1科目選択必修となる。

注）中学校一種社会取得には「社会・地理歴史科教育法（実践）」「社会・公民科教育法（実践）」のいずれか1科目選択必修となる。

高等学校一種　公民　合計取得単位数

「社会学、経済学」
「社会学、経済学
　（国際経済を含

む。）」

「哲学、倫理学、
宗教学」

高等学校一種　地歴　合計取得単位数

中学校一種　　社会　合計取得単位数

各教科の指導法
（情報通信技術の

活用を含む。）

「哲学、倫理学、
　宗教学、
心理学」

各教科の指導法
（情報通信技術
の活用を含む。）

各教科の指導法
（情報通信技術
の活用を含む。）

4



地域総合学部　政策デザイン学科

教育の基礎
的理解に関
する科目等

教科及び
教科の指
導法に関
する科目

大学が独自
に設定する

科目
合計

中学校教
諭一種免

許状

学士の資
格を有す
ること

31 28 2 61

高等学校
教諭一種
免許状

学士の資
格を有す
ること

27 24 59

0

修得単位数の確認

中学一種
社会

高校一種
公民

中学一種
社会

高校一種
公民

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

31 27 28 24 2 8

0 0 0 0 － 0

0 0 0 0 － 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

33 29 24 30 2 8 2 8

33 29 29 24 30 30
教職‐中
学社会

教職‐高校
公民

教科-中
学社会

教科‐高校
公民

教科or教
職

66条の6

教育の基礎的理解に関
する科目等

教科及び教科の指導
法に関する科目 大学が独自

に設定する
科目

最低単位数

66条の６
単位取得状況

履修カルテ　2023年度入学生 ＜単位チェック＞

学 部 学 科 ：
免許状の

種類
基礎資格

本学における最低修得単位数

0学 生 番 号 ：

※自分が取得した単位数を確認して下さい（入力する必要はありません）。
※下記の修得単位数は各自で入力したものであり、あくまで目安です。
　正確な修得単位数は教務課で確認して下さい。

教育の基礎的理解に関する科目等について所定の単位等を超え
て修得、及び「介護体験実習」２単位を修得した場合には、そ
の単位数分は教科及び教科の指導法に関する科目にあてること
ができる。ただし、他教科の「教育法」、「道徳教育の理論と
方法」は含まれない。

氏 名 ：

計

取得予定免許：

１年次

２年次

３年次

４年次

0

0
5
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15
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30
35
40
45
50

0
5

10
15
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25
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４年次

３年次

２年次

１年次

最低単位
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地域総合学部　政策デザイン学科

※修得した科目は、全て単位修得状況に評価（点数）を記入してください。

◎ 教育基礎論 2

◎ 現代教職論 2

◎ 教育の制度と経営 2

◎ 教育心理学 2

◎ 特別支援教育論 2

◎ 教育課程論 2

☆ 道徳教育の理論と方法 2

◎ 特別活動・総合的な学習の時間の理論と方法 2

◎ 教育の方法と技術 2

◎ ICT活用の理論と方法 2

◎ 生徒指導・進路指導の理論と方法 2

◎ 教育相談の理論と方法 2

◎ 教育実習Ⅰ 3

☆ 教育実習Ⅱ 2

◎ 教職実践演習（中・高） 2

0 0 0 0

0 0 0 0

※ 介護体験実習 2

0 0

注）上記の表中で◎印の付された授業科目は、必ず修得しなければならない。

注）上記の表中で☆印の「道徳教育の理論と方法」は中学校にのみ適用し必修科目となるが、高等学校の選択科目として算入することはできない。

注）上記の表中で「教育実習Ⅰ」は中学校及び高等学校に必修、☆印の「教育実習Ⅱ」は中学校のみ必修となり、高等学校では選択となる。

　　2年次前期終了時点までに履修カルテを作成しない学生に対しては、教職課程の履修を認めないことがあるので、注意すること。

教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目

2

1

1 これら３科目より２科目選択必修

体育講義 2

2

2

0 0 0 0

履修カルテ　2023年度入学生 ＜単位チェック＞

学 部 学 科 ：

学 生 番 号 ：

教育の基礎的理解に関する科目等

氏 名 ：

教職に関する
専門教育科目

単
位

単位修得状況（取得点数を記入）

取得予定免許：

4年次

教育実践に
関する科目

注）上記の表中で「教職実践演習（中・高）」の履修には、教職課程についての自らの学習履歴を記録する「履修カルテ」（本学では2年次から開始）の作成が必要である。履
修カルテの作成の仕方については、2年次はじめのガイダンスにて説明するが、それにしたがって速やかに自分の履修カルテを作成すること。

高等学校一種　公民　合計取得単位数

大学が独自に
設定する科目 合計取得単位数

中学校一種　　社会　合計取得単位数

教育の基礎的
理解に関する

科目

2年次 3年次1年次
授業科目

◎英語コミュニケーション

開設授業科目 単位修得状況（取得点数を記入）

4年次

道徳、総合的な
学習の時間等
の指導法及び

生徒指導、教育
相談等に関す

る科目

◎情報リテラシー

合計取得単位数

1年次 2年次 3年次

◎日本国憲法

授業科目 単位数

スポーツ実技A

スポーツ実技B

6



教育の基礎的
理解に関する

科目等

教科及び教科
の指導法に関

する科目

大学が独自
に設定する

科目
合計

中学校教
諭一種免

許状

学士の資
格を有す
ること

31 28 2 61

高等学校
教諭一種
免許状

学士の資
格を有す
ること

27 24 59

修得単位数の確認

中学一種
数学

高校一種
数学

高校一種
情報

中学一種
数学

高校一種
数学

高校一種
情報

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

31 27 27 28 24 24 2 8

0 0 0 0 0 0 － 0

0 0 0 0 0 0 － 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

33 29 27 24 30 32 2 8

33 29 29 24 30 30 2 8

氏 名 ：

0

教育の基礎的理解に関する科目について所定の単位等を超えて修得、及
び「介護体験実習」２単位を修得した場合には、その単位数分は教科及
び教科の指導法に関する科目にあてることができる。　ただし、他教科
の「教育法」、「道徳教育の理論と方法」は含まれない。

0

取得予定免許： 0

学 生 番 号 ：

履修カルテ　2023年度入学生 ＜単位チェック＞

学 部 学 科 ：
免許状の

種類
基礎資格

本学における最低修得単位数
情報学部データサイエンス学科

大学が独自に設
定する科目

※自分が取得した単位数を確認下さい。（入力する必要はありません）
※下記の修得単位数は各自で入力したものであり、あくまで目安です。
　正確な修得単位数は教務課・学務係で確認して下さい。

教育の基礎的理解に関する科目等

３年次

66条の６

計

単位取得状況

教科及び教科の指導法に関する科目

２年次

４年次

最低単位数

１年次
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４年次

３年次

２年次

１年次

最低単位
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情報学部データサイエンス学科

※修得した科目は、全て単位修得状況に評価（点数）を記入してください。

◎ 教育基礎論 2

◎ 現代教職論 2

◎ 教育の制度と経営 2

◎ 教育心理学 2

◎ 特別支援教育論 2

◎ 教育課程論 2

☆ 道徳教育の理論と方法 2

◎ 特別活動・総合的な学習の時間の理論と方法 2

◎ 教育の方法と技術 2

◎ ICT活用の理論と方法 2

◎ 生徒指導・進路指導の理論と方法 2

◎ 教育相談の理論と方法 2

◎ 教育実習Ⅰ 3

☆ 教育実習Ⅱ 2

◎ 教職実践演習（中・高） 2

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

※ 介護体験実習 2

0 0

注）上記の表中で◎印の付された授業科目は、必ず修得しなければならない。

注）上記の表中で☆印の「道徳教育の理論と方法」は中学校にのみ適用し必修科目となるが、高等学校の選択科目として算入することはできない。

注）上記の表中で「教育実習Ⅰ」は中学校及び高等学校に必修、☆印の「教育実習Ⅱ」は中学校のみ必修となり、高等学校では選択となる。

　　2年次前期終了時点までに履修カルテを作成しない学生に対しては、教職課程の履修を認めないことがあるので、注意すること。

合計取得単位数

大学が独自に
設定する科目

履修カルテ　2023年度入学生 ＜単位チェック＞

取得予定免許：

教育の基礎的理解に関する科目等

教職に関する
専門教育科目

高等学校一種　数学　合計取得単位数

1年次

中学校一種　　数学　合計取得単位数

2年次

学 部 学 科 ：

学 生 番 号 ：

単位修得状況（取得点数を記入）

3年次
授業科目

単
位

氏 名 ：

4年次

道徳、総合的な
学習の時間等
の指導法及び
生徒指導、教
育相談等に関

する科目

教育実践に
関する科目

注）上記の表中で「教職実践演習（中・高）」の履修には、教職課程についての自らの学習履歴を記録する「履修カルテ」（本学では2年次から開始）の作成が
必要である。履修カルテの作成の仕方については、2年次はじめのガイダンスにて説明するが、それにしたがって速やかに自分の履修カルテを作成すること。

教育の基礎的
理解に関する

科目

高等学校一種　情報　合計取得単位数
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教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目

2

1

1 これら３科目より２科目選択必修

体育講義 2

2

2

0 0 0 0

◎情報リテラシー

開設授業科目

スポーツ実技B

単位数

合計取得単位数

◎日本国憲法

◎英語コミュニケーション

スポーツ実技A

授業科目

単位修得状況（取得点数を記入）

1年次 2年次 3年次 4年次

9



学 部 学 科 ： 情報学部データサイエンス学科

学 生 番 号 ： 0

氏 名 ： 0

取得予定免許 0

※修得した科目は、全て単位修得状況に評価（点数）を記入してください。

中高一種
数学

高一種
情報

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

◎ 線形代数学入門 2

◎ 線形代数学Ａ 2

線形代数学Ｂ 2

代数学Ａ 2

代数学Ｂ 2

数理情報学Ａ 2

数理情報学Ｂ 2

◎ 集合論 2

幾何学Ａ 2

幾何学Ｂ 2

◎ 微分積分学Ａ 2

◎ 微分積分学Ｂ 2

微分方程式 2

解析学Ａ 2

解析学Ｂ 2

複素関数 2

フーリエ解析 2

◎ 基礎統計学 2

◎ 応用統計学 2

確率・統計 2

◎ 数学とコンピュータ 2

プログラミング概論 2

プログラミング基礎 2

◎ 数学科教育法（概論） 2

◎ 数学科教育法（理論） 2

◎ 数学科教育法（実践） 2

◎ 数学科教育法（応用） 2

コンピュータ

履修カルテ　2023年度入学生 ＜単位チェック＞

単位修得状況（取得点数を記入）

教科及び教科の指導法に関する科目

授業科目
単
　
位

法規上の教科に関する科目

解析学

「確率論、
統計学」

幾何学

代数学

各教科の指導
法（情報通信技
術の活用を含

む。）

10



◎ 情報社会と情報倫理 2

情報サービスとIoT 2

◎ コンピュータ科学 2

◎ プログラミング概論 2

プログラミング基礎 2

データサイエンスA 2

人工知能概論 2

数学とコンピュータ 2

データサイエンスB 2

アルゴリズムとデータ構造 2

プログラミング応用 2

機械学習 2

モデル化とシュミレーション 2

◎ ウェブサイト構築法 2

ソフトウェア開発論 2

データベースシステム 2

◎ 情報路論基礎 2

情報通信ネットワーク基礎論 2

情報通信ネットワーク運用論 2

◎ デジタルメディア表現と技術Ａ 2

デジタルメディア表現と技術Ｂ 2

情報と職業 ◎ 情報と職業 2

◎ 情報科教育法（概論・理論） 2

◎ 情報科教育法（実践・応用） 2

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

注）上記の表中で◎印の付された授業科目は、必ず修得しなければならない。

注）上記の表中　中学校免許取得の場合「教科に関する専門的事項」の選択科目から４単位選択必修

注）上記の表中　高校情報免許取得の場合「教科に関する専門的事項」の選択科目から6単位選択必修

高等学校一種　情報　合計取得単位数

情報通信
ネットワーク

（実習を含む。）

情報システム
（実習を含む。）

各教科の指導法
（情報通信技術
の活用を含む。）

情報社会・
情報倫理

マルチメディア
表現・技術

（実習を含む。）

高等学校一種　数学　合計取得単位数

コンピュータ・
情報処理

（実習を含む。）

中学校一種　　数学　合計取得単位数
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教育の基礎
的理解に関
する科目等

教科及
び教科
の指導
法に関

大学が独自
に設定する

科目
合計

中学校教諭一
種免許状

学士の資格を
有すること 31 28 2 61

高等学校教諭
一種免許状

学士の資格を
有すること 27 24 59

修得単位数の確認

中学一種
保健体育

高校一種
保健体育

中学一種
保健体育

高校一種
保健体育

① ② ④ ⑤ ⑦ ⑧

31 27 28 24 2 8

0 0 0 0 － 0

0 0 0 0 － 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

33 29 24 30 2 8

33 29 24 30 2 8
教職‐中
学数学

教職‐高校
数学

教職‐高校
情報

教科‐中
学数学

教科‐高校
数学

教科‐高校
情報

教科or教
職

66条の6

大学が独自に設
定する科目

※自分が取得した単位数を確認して下さい（入力する必要はありません）。
※下記の修得単位数は各自で入力したものであり、あくまで目安です。
　正確な修得単位数は教務課で確認して下さい。

教育の基礎的理解に関する科目等

３年次

66条の６

計

単位取得状況

教科及び教科の指導法に関する科目

２年次

４年次

最低単位数

１年次

履修カルテ　2023年度入学生 ＜単位チェック＞

学 部 学 科 ：
免許状の

種類
基礎資格

本学における最低修得単位数
人間科学部心理行動科学科

氏 名 ：

0

教育の基礎的理解に関する科目等について所定の単位等を超えて修得、
及び「介護体験実習」２単位を修得した場合には、その単位数分は教科
及び教科の指導法に関する科目にあてることができる。　ただし、他教
科の「教育法」、「道徳教育の理論と方法」は含まれない。

0

0

取得予定免許：

学 生 番 号 ：

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

４年次

３年次

２年次

１年次

最低単位
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人間科学部心理行動科学科

※修得した科目は、全て単位修得状況に評価（点数）を記入してください。

◎ 教育基礎論 2

◎ 現代教職論 2

◎ 教育の制度と経営 2

◎ 教育心理学 2

◎ 特別支援教育論 2

◎ 教育課程論 2

☆ 道徳教育の理論と方法 2

◎ 特別活動・総合的な学習の時間の理論と方法 2

◎ 教育の方法と技術 2

◎ ICT活用の理論と方法 2

◎ 生徒指導・進路指導の理論と方法 2

◎ 教育相談の理論と方法 2

◎ 教育実習Ⅰ 3

☆ 教育実習Ⅱ 2

◎ 教職実践演習（中・高） 2

0 0 0 0

0 0 0 0

※ 介護体験実習 2

0 0

注）上記の表中で◎印の付された授業科目は、必ず修得しなければならない。

注）上記の表中で☆印の「道徳教育の理論と方法」は中学校にのみ適用し必修科目となるが、高等学校の選択科目として算入することはできない。

注）上記の表中で「教育実習Ⅰ」は中学校及び高等学校に必修、☆印の「教育実習Ⅱ」は中学校のみ必修となり、高等学校では選択となる。

　　2年次前期終了時点までに履修カルテを作成しない学生に対しては、教職課程の履修を認めないことがあるので、注意すること。

教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目

2

1

1 これら３科目より２科目選択必修

体育講義 2

2

2

0 0 0 0合計取得単位数

◎日本国憲法

◎英語コミュニケーション

スポーツ実技A

4年次

道徳、総合的な
学習の時間等
の指導法及び
生徒指導、教
育相談等に関

する科目

教育実践に
関する科目

注）上記の表中で「教職実践演習（中・高）」の履修には、教職課程についての自らの学習履歴を記録する「履修カルテ」（本学では2年次から開始）の作成が
必要である。履修カルテの作成の仕方については、2年次はじめのガイダンスにて説明するが、それにしたがって速やかに自分の履修カルテを作成すること。

教育の基礎的
理解に関する

科目

単位数授業科目

単位修得状況（取得点数を記入）

1年次 2年次 3年次 4年次

履修カルテ　2023年度入学生 ＜単位チェック＞

取得予定免許：

教育の基礎的理解に関する科目等

教職に関する
専門教育科目

高等学校一種　保健体育　合計取得単位数

1年次

中学校一種　　保健体育　合計取得単位数

2年次

学 部 学 科 ：

学 生 番 号 ：

単位修得状況（取得点数を記入）

3年次
授業科目

単
位

氏 名 ：

◎情報リテラシー

合計取得単位数

大学が独自に
設定する科目

開設授業科目

スポーツ実技B
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学 部 学 科 ： 人間科学部心理行動科学科

学 生 番 号 ：

氏 名 ：

取得予定免許：

※修得した科目は、全て単位修得状況に評価（点数）を記入してください。
法規上の教科に

関する科目
中・高一種
保健体育

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

◎ 体育実技Ⅰ（陸上競技・水泳） 1

◎
体育実技Ⅱ（体つくり運動・器
械運動・ダンス）

1

◎ 体育実技Ⅲ（武道） 1

◎ 体育実技Ⅳ（球技） 1

◎ 健康と身体活動の基礎Ａ 2

◎ スポーツ心理学Ⅰ 2

スポーツ心理学Ⅱ 2

◎ 運動方法学 2

スポーツ社会学 2

スポーツマネジメント 2

◎ スポーツ生理学 2

◎ 人体の構造と機能及び疾病 2

衛生学・公衆衛生学 ◎ 衛生公衆衛生学 2

◎ 学校保健Ⅰ 2

◎ 学校保健Ⅱ 2

学校安全及び緊急処置 2

◎ 保健体育科教育法（概論） 2

◎ 保健体育科教育法（理論） 2

◎ 保健体育科教育法（実践） 2

◎ 保健体育科教育法（応用） 2

0 0 0 0

0 0 0 0

注）上記の表中で◎印の付された授業科目は、必ず修得しなければならない。

中学校一種　　保健体育　合計取得単位数

履修カルテ　2023年度入学生 ＜単位チェック＞

単位修得状況（取得点数を記入）

教科及び教科の指導法に関する科目

授業科目
単
　
位

高等学校一種　保健体育　合計取得単位数

学校保健（小児保
健、精神保健、学
校安全及び救急
処置を含む。）

生理学（運動生理
学を含む。）

「体育原理、体育
心理学、体育経営
管理学、体育社会
学、体育史」・運動
学（運動方法学を

含む。）

体育実技

各教科の指導法
（情報通信技術の

活用を含む。）
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